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写
真
　

稲
荷
神
社
（
北
長
瀞
）

写
真
　

稲
荷
神
社
（
北
長
瀞
）

笑顔咲く明るい未来 この一票
大切な一票を

無駄にしないでほしい。

笑顔咲く明るい未来 この一票
大切な一票を

無駄にしないでほしい。

宮城県議会議員一般選挙

亘理町議会議員一般選挙

宮城県議会議員一般選挙
投票日：４月８日（日）

亘理町議会議員一般選挙
投票日：４月22日（日）

※選挙の詳細は、４ページをご覧ください。

問い合わせ先／亘理町選挙管理委員会　☎0223－34－1111

※選挙の詳細は、４ページをご覧ください。

問い合わせ先／亘理町選挙管理委員会　☎0223－34－1111
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昨
年
七
月
か
ら
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
荒
浜
小
学
校

の
屋
内
運
動
場
が
、
二
月
二
十
八
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

荒
浜
小
学
校
の
旧
体
育
館
は
、昭
和
三
十
九
年
に
建
設
さ
れ
、

学
習
だ
け
で
な
く
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
著
し
く
今
回
改
築
し
た
も
の
で
す
。

　

完
成
し
た
屋
内
運
動
場
の
面
積
は
、
前
の
体
育
館
の
約
二
倍

に
あ
た
る
一
、一
七
三
平
方
㍍
で
、
児
童
が
伸
び
伸
び
と
運
動

で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
力
点
を

置
い
て
お
り
、
昨
年
は
亘
理
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

三
月
二
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
、
来
賓
や
児
童
、
教
職

員
が
出
席
し
、
齋
藤
町
長
は
「
学
校
を
愛
し
、
よ
く
学
び
よ
く

遊
び
次
の
世
代
を
担
う
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
代
表
の
児
童
が
「
工
事
を
し
て
く
れ
た
人
、
地
域

の
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の
体
育
館
を
大
切
に
使
い
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

担
当
／
学
務
課　

☎
三
四―

〇
五
〇
九

■ 

荒
浜
小
学
校
屋
内
運
動
場
落
成

観光大使に委嘱状が交付されました

　

「
伊
達
な
わ
た
り
旅
～
観
光
親
善
大
使
」
十
八
人
に
、
三
月

四
日
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
親
善
大
使
は
亘
理
町
出
身

者
や
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
、
活
躍
す
る
各
分
野
に
お
い

て
亘
理
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

委
嘱
さ
れ
た
大
使
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
・
五
十
音
順
）

　

岩
佐
教
夫
（
東
北
工
大
・
仙
台
市
）、
管
野
邦
夫
（
仙
台
市

野
草
園
名
誉
園
長
・
仙
台
市
）、
金
順
烈
（
伊
達
な
わ
た
り
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
・
仙
台
市
）、
グ
ル
ー
プ
堤

つ
つ
み

邑む
ら

【
我
妻
み
よ
こ

（
歌
手
・
亘
理
町
）・
大
友
憧
山
（
都
山
流
尺
八
大
師
範
・
亘
理

町
）・
富
塚
孝
（
三
味
線
奏
者
・
大
河
原
町
）】、
佐
藤
厚
（
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
強
化
ス
タ
ッ
フ
・
北
海
道
伊
達
市
）、

佐
藤
信
三（
中
国
大
連
市
宮
城
県
人
会
幹
事
長
・
中
国
大
連
市
）、

白
井
幸
子
（
民
謡
歌
手
・
仙
台
市
）、
鈴
木
周
三
（
東
京
亘
理

山
元
会
長
・
東
京
都
）、
鈴
木
淳
（
Ｊ
１
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
監
督
・
仙
台
市
）、
高
橋
敦
（
河
北
新
報
社
事
業
部
副
部
長
・

仙
台
市
）、西
谷
昇
陽（
青
森
山
田
高
校
教
諭
・
青
森
県
平
川
市
）、

早
坂
久
（
仙
台
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
観
光
物
産
部
・
仙

台
市
）、
原
田
洋
子
（
鶯
宿
温
泉
ニ
ュ
ー
鶯
山
荘
代
表
取
締
役
・

岩
手
県
盛
岡
市
）、
美
波
京
子
（
歌
手
・
岩
沼
市
）、
森
仁
（
東

京
荒
浜
会
長
・
千
葉
県
習
志
野
市
）、
渡
邉
亮
子
（
歌
手
・
亘

理
町
）

担
当
／
産
業
観
光
課　

☎
三
四―

〇
五
〇
三

■ 
観
光
親
善
大
使
に
委
嘱
状
を
交
付　

トピックス

落成式で太鼓の演奏を披露する
荒浜小の児童

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
功
績
た
た
え
る

亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
顕
彰
式

　

第
十
六
回
亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
第

十
五
回
亘
理
町
文
化
賞
の
顕
彰
式
が
二
月

十
七
日
、中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

条
例
、
亘
理
町
文
化
振
興
基
金
条
例
」
に

基
づ
き
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
活

動
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
賞

二
十
一
人
と
一
団
体
、
文
化
賞
二
十
六
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
県
高
校
選
抜
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
大
河
原
商
業
高

校
の
追
木
祐
子
さ
ん
の
ほ
か
、
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
た
阿
邉
妙
子

さ
ん
ら
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化

賞
で
は
、
芸
術
文
化
活
動
に
長
年
尽
力
さ

れ
た
齋
藤
修
さ
ん
と
鈴
木
竹
さ
ん
に
功
績

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
、
所
属
は
表

彰
日
現
在
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

▼
奨
励
賞　

向
後
寄
夫
（
亘
理
町
役
場
・

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
阿
邉
妙

子
（
仙
台
Ｓ
Ｓ
南
小
泉
・
水
泳
）、
村
山

文
香
（
荒
浜
剛
武
舘
・
空
手
道
）、
荒
敏

也（
柴
田
農
林
高
校
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
）、
齋
藤
耕
平
（
宮
城
工
業
高
等
専

門
学
校
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、

横
山
弘
樹
（
宮
城
工
業
高
等
専
門
学
校
・

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
武
者
大
輔

（
仙
台
育
英
高
校
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）、
遠
藤
克
麻
（
仙
台
育
英
高
校
・
レ

ス
リ
ン
グ
）、
髙
橋
亜
弓
（
県
第
三
女
子

高
校
・
陸
上
）、小
原
雅
貴
（
亘
理
中
学
校
・

陸
上
）、
宍
戸
清
一
（
県
工
業
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
監
督
・
サ
ッ
カ
ー
）、
酒
井
宏
人

（
県
工
業
高
校
・
サ
ッ
カ
ー
）、
追
木
祐
子

（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、

大
友
亜
希
（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）、
渡
邉
桃
子
（
県
大
河
原
商

業
高
校
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、
丸
子
沙
織

（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、

横
山
美
里
（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）、
菊
池
舞
王
（
県
柴
田
高
校
・

柔
道
）、
野
田
亜
海
（
亘
理
中
学
校
・
柔

道
）、
野
田
夏
海
（
仙
台
練
心
会
・
柔
道
）、

安
住
流
音
（
白
石
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
新

体
操
教
室
・
新
体
操
）、
亘
理
中
学
校
柔

道
部
（
鈴
木
玲
子
監
督
・
選
手
五
名
）

文
化
賞

▼
功
績
賞　

齋
藤
修（
日
本
民
謡
照
桃
会
・

民
謡
）、
鈴
木
竹
（
亘
理
ひ
い
ら
ぎ
句
会
・

俳
句
）

▼
奨
励
賞　

佐
々
木
政
明
（
県
大
河
原
商

業
高
校
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）、
門
間

美
紀
（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
）、
山
本
彩
香
（
県
大
河
原
商

業
高
校
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）、
榎
麻

里
（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
）、口
川
響
子（
県
第
三
女
子
高
校
・

合
唱
）、
島
貫
由
理
（
県
第
三
女
子
高
校
・

合
唱
）、
三
嶋
麻
愛
（
県
第
三
女
子
高
校
・

合
唱
）、渡
邉
穂
菜
美（
県
第
三
女
子
高
校
・

合
唱
）、
三
浦
加
奈
恵
（
雅
游
会
・
書
道
）、

土
屋
莉
里（
県
大
河
原
商
業
高
校
・
書
道
）、

齋
藤
実
希
（
逢
隈
中
学
校
・
書
道
）、
永

谷
由
衣
（
逢
隈
中
学
校
・
書
道
）、
深
谷

沙
紀
（
逢
隈
小
学
校
・
書
道
）、
南
條
真

実
（
聖
和
学
園
短
期
大
学
・
書
道
）、
佐

藤
友
香
（
宮
城
学
院
高
校
・
書
道
）、
猪

股
由
香
子
（
逢
隈
中
学
校
・
書
道
）、
中

澤
香
純
（
逢
隈
小
学
校
・
書
道
）、
木
村

美
里
（
荒
浜
小
学
校
・
絵
画
）、
太
田
彩

香
（
荒
浜
小
学
校
・
絵
画
）、
渡
邊
紳
一

郎
（
四
丁
目
・
写
真
）、
石
井
宗
夫
（
桜

小
路
西
・
洋
蘭
栽
培
）、
高
山
生
（
荒
浜

中
学
校
・
書
道
）、
庄
司
智
恵
（
亘
理
小

学
校
・
書
道
）、
白
圡
美
和
子
（
逢
隈
小

学
校
・
書
道
）

受章者を代表して佐々木政明さ
んが「今日の感激を忘れず、心
を新たにしてスポーツと文化の
振興に貢献したい」と謝辞を述
べました

スポーツ賞を受賞した亘理中柔道
部のみなさん
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宮城県議会議員一般選挙
４月８日（日）投票

亘理町議会議員一般選挙
４月２２日（日）投票

笑顔咲く　明るい未来　この一票

　今月は、統一地方選挙として、下記のとおり「宮城県議会議員
一般選挙」と「亘理町議会議員一般選挙」が執行されます。
　わたしたちの暮らしに一番身近で密接な町政および県政を託す
大切な選挙です。よりよい社会を築くために、貴重な一票を無駄
にしないよう、みんなそろって投票しましょう。

宮城県議会議員一般選挙 亘理町議会議員一般選挙

投 票 日
投票時間
投 票 所

・4月8日（日）
・午前7時から午後8時まで
・郵送された入場券に記載された投票所

・4月22日（日）
・午前7時から午後8時まで
・郵送された入場券に記載された投票所

期日前投票ができる期間
期日前投票時間
期日前投票所

・3月31日（土）から4月7日（土）まで
・午前8時30分から午後8時まで
・亘理町役場庁舎前プレハブ1カ所

・4月18日（水）から4月21日（土）まで
・午前8時30分から午後8時まで
・亘理町役場庁舎前プレハブ1カ所

投票のできる人

　昭和62年4月9日以前に生まれた人で、
平成18年12月29日以前から引き続き亘理
町に住民登録をして亘理町選挙人名簿に
登録されている人です。
　なお、平成18年12月30日以降に県内
の他の市町村から亘理町に転入した人は、

「引き続き県内の区域に住所を有する証明
書」の交付を受けて、前の住所地で投票
することができます。（前の住所地の選挙
人名簿に登録されていること。）

　昭和62年4月23日以前に生まれた人で、
平成19年1月16日以前から引き続き亘理
町に住民登録をして亘理町選挙人名簿に
登録されている人です。
　なお、選挙人名簿に登録されていても
選挙期日まで転出された人は、投票でき
ません。

開票の日時及び場所
・4月8日（日）　午後8時50分〜
・亘理町中央公民館

・4月22日（日）　午後8時50分〜
・亘理町佐藤記念体育館（町民体育館）

入場券の送付

　投票所の入場券は、世帯員分まとめてハガキにて郵送します。
届きましたらシールをはがし、内容を確認してください。（ハサミで切り離して、各自
投票日当日又は期日前投票を行う際に持参してください。）
　入場券を紛失しても、投票所の受付係に話ししていただくと投票することができます。

郵便による不在者投票

　身体障害者手帳や戦傷病者手帳を持っていて、障害の程度が一定の要件に該当する
方、また、介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護5」の方は郵便で不在者
投票をすることができます。事前に町選挙管理委員会への申請が必要ですので、詳し
くは、町選挙管理委員会へお問い合わせください。

代理投票と点字投票

　投票用紙に文字を記入できない選挙人のための代理投票の制度があります。自分で
候補者の氏名を書くことができない場合は、受付係へ申し出ると係員が代わって投票
用紙に記入します。
　また、目の不自由な人は、点字投票ができます。

問い合わせ先／亘理町選挙管理委員会　☎３４−１１１１

産業振興
庁舎

JＡみやぎ亘理

田中
建材輸送

みんなで守ろう
明るい選挙

相
馬
亘
理
線

主
要
地
方
道

統一地方選挙

投 票 所 と 投 票 区 域

亘　
　

理

第１投票所
上舘生活センター

舘南上・舘南下・南町南・南町北・
上町南・上町北・中町南・中町北

荒　
　

浜

第１投票所
亘理町勤労青少年ホーム

一丁目・二丁目・三丁目・箱根田東・
港町

第２投票所
亘理町保健センター

五日町・新井町・新町中・新町南・
新町北・駅前西・桜小路東・桜小路中・
桜小路西・祝田東・祝田西・祝田南・
倉庭

第２投票所
高須賀公会堂

本郷

第３投票所
箱根田公会堂

箱根田西・鳥屋崎

第３投票所
亘理保育所

南城東・北城東・駅前東・下茨田
第４投票所
荒浜隈崎生活センター

四丁目・五丁目・築港

吉　
　

田

第１投票所
亘理町農村創作活動センター

吉田・中原・旭台・上大畑・下大畑・
南長瀞・北長瀞

逢　
　

隈

第１投票所
亘理町 B ＆ G 海洋センター体育館

下郡・早川・森房・上の町・十文字村・
榎袋

第２投票所
一本松公会堂

一本松・新丁
第２投票所
鹿島保育所

新町・鹿島・神宮寺・上郡

第３投票所
吉田保育所

開墾場・長瀞浜・大畑浜北・大畑浜南
第３投票所
高屋小学校集会所

高屋・柴町・鷺屋・蕨

第４投票所
吉田浜集落センター

吉田浜北・吉田浜南・野地
第４投票所
田沢活性化センター

小山・田沢

第５投票所
亘理町農村環境改善センター

浜吉田東・浜吉田西・浜吉田北
第５投票所
牛袋公会堂

中泉・今泉・牛袋・十文字町
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当
初
予
算
の
概
要

安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

平
成
19
年
度

当
初
予
算
の
概
要

予
算
総
額
は

二
〇
四
億
八
〇
〇
万
九
千
円

　

亘
理
町
の
平
成
十
九
年
度
当
初
予

算
が
、
三
月
に
開
催
さ
れ
た
亘
理
町

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
九
千
七
百
万
円
（
一
・
一
％
）
増

の
八
十
七
億
五
千
一
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
前
年
度
当
初
予
算
は
町

長
選
挙
の
た
め
骨
格
予
算
で
あ
り
、

六
月
の
補
正
予
算
（
九
十
二
億
六
千

五
百
八
十
一
万
九
千
円
）
と
比
べ
る

と
、
五
億
千
四
百
八
十
一
万
九
千
円

（
五
・
六
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
二
〇

四
億
八
百
万
九
千
円
で
、
前
年
比

一
・
〇
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
三

位
一
体
の
改
革
な
ど
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
も
の
の
、
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
第
４
次
亘
理
町
総
合
発
展
計

画
に
基
づ
き
、
安
全
で
安
心
で
き
る

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
や

合
理
化
を
図
り
、
今
後
の
財
政
運
営

に
十
分
配
慮
し
た
予
算
が
編
成
さ
れ

ま
し
た
。

町税
36 億 2,958 万円

（41.5％）

歳　　入

87 億 5,100 万円

繰入金
3 億 6,059 万 1 千円
     　　      （4.1％）

諸収入　
3 億 2,621 万 4 千円
　　　　　 （3.7％）

分担金及び負担金　    1 億 4,984 万 7 千円（1.7％）
使用料及び手数料　    1 億 1,913 万 6 千円（1.4％）
繰越金 財産収入 寄附金   　　 7,093 万 7 千円（0.8％）

地方譲与税ほか交付金等
 6 億 3,799 万 5 千円

（7.3％）

国庫支出金 
2 億 9,039 万 5 千円

（3.3％）

県支出金 
4 億 7,650 万 5 千円

（5.5％）

町　債
6 億 2,980 万円

（7.2％）

地方交付税
20 億 6,000 万円

（23.5％）

自主財源　46 億 5,630 万 5 千円（53.2％）
依存財源　40 億 9,469 万 5 千円（46.8％）

地方交付税
　地方税収入の不均衡による地方公共団体
間の財政力格差を調整するために国から交
付されるものです。
・普通交付税
　自治体が妥当な行政を行うために必要な
経費が財政収入額を超過した場合、その差
額に応じて交付されます。
・特別交付税
　災害や予測できない事件など特別の行政
需要に応じて交付されます。

国・県支出金
　特定の仕事の財源として、国や県が支出
する負担金や補助金のことです

地方債・公債費
　地方債は地方自治体が必要な財源を確保
するために、国や民間金融機関等から借り
入れる資金（借金）のことで、公債費は債
務（借金）の支払いに要する経費のことです。

一般会計・特別会計
　一般会計は、すべての住民にかかわりの
ある行政事務経費が計上され、町税や地方
交付税などが充てられます。また、特別会
計は国民健康保険のように特定の事業を行
うための会計で、分担金や負担金などが充
当されます。

特　別　会　計

国民健康保健特別会計 35 億 4,719 万 1 千円

国民保養センター

「鳥の海荘」特別会計
11 億 3,421 万 4 千円

奨学資金貸付特別会計 2,513 万 8 千円

公共下水道事業特別会計 15 億 7,699 万 6 千円

老人保健特別会計 25 億 8,256 万 1 千円

土地取得特別会計 527 万 5 千円

介護保険特別会計 16 億 9,746 万 5 千円

介護認定審査会特別会計 764 万 4 千円

企業会計（水道事業）

収益的支出 8 億 4,438 万 3 千円

資本的支出 2 億 3,614 万 2 千円

徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減

 歳 　出

87 億 5,100 万円

民生費
21 億 4,168 万 4 千円
　　　　　 （24.5％）

　　土木費
14 億 1,356 万 4 千円
　　（16.2％）

　　総務費
10 億 9,705 万 3 千円
        （12.5％）

教育費
10 億 8,010 万 3 千円

（12.3％）

公債費
9 億 3,351 万円

（10.7％）

衛生費
7 億 5,600 万 5 千円

（8.6％）

消防費 
5 億 1,226 万 2 千円（5.8％）

農林水産業費
4 億 7,459 万円（5.4％）

商工費 　　　　　1 億 7,191 万 8 千円（2.0％）
議会費 　　　　　1 億 2,734 万 1 千円（1.5％）
労働費 予備費ほか　　　　　4,297 万円（0.5％）

歳出の内訳【一般】

特別会計・企業会計は特
定の事業や資金など、一
般会計と区別して処理す
る必要がある会計です

町税の内訳

町民税
14 億 9,146 万 3 千円

（41.1％）
固定資産税

16 億 2,780 万 7 千円
（44.9％）

軽自動車税
5,852 万 8 千円

（1.6％）

町たばこ税
2 億 1,096 万 4 千円

（5.8％）

都市計画税
2 億 2,956 万 8 千円

（6.3％）
入湯税
1,125 万円

（0.3％）

用語の解説

　

歳
出
は
、
依
然
と
し
て
高
い
割
合
を
占
め
る
医

療
費
を
抑
制
す
る
た
め
、
各
種
健
診
の
充
実
や
健

康
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
各
種
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し

と
予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
効
率
的
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

自
主
財
源
は

四
六
億
五
、六
三
〇
万
五
千
円

　

町
税
収
入
や
諸
収
入
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
自
主
財
源
は
四
六
億
五
、六
三
〇
万
五

千
円
（
五
三
・
二
％
）
と
前
年
を
八
・
五
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
り
国
か
ら
の
交
付
金
で
あ
る
所
得
譲
与
税
か
ら

個
人
町
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
税
は
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

収
入
増
を
見
込
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

歳入の内訳【一般】
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平 成 1 9 年 度 の 主 な 事 業
Ⅰ 町民と築く「地域協働のまちづくり」

「広報わたり」「町民ひろば」発行事業
亘理町公式ホームページ運営事業
男女共同参画推進事業
人権啓発活動地方委託事業
亘理町議会議員一般選挙経費

Ⅱ 安全で利便性の高い「快適環境のまちづくり」
交通安全事務事業・防犯対策事業
町民乗合自動車運行事業
公共ゾーン整備事業
環境美化推進経費
思いやりの心で育てる花と緑のまちづくり事業
合併処理浄化槽設置整備事業
公害対策事業
亘理名取共立衛生処理組合負担金（ごみ処理分）
亘理名取共立衛生処理組合負担金（し尿処理分）
道路改良事業・舗装事業・側溝新設改良事業
交通安全施設整備事業
河川整備事業
公園管理経費
都市計画街路「南町鹿島線」整備事業
県営街路整備事業負担金（駅前大通線）
住宅管理経費
消防施設整備事業・防災行政無線難聴地域調査事業
木造住宅耐震診断士派遣事業・耐震改修事業
スクールゾーン内危険ブロック塀等除去事業
災害時非常用品備蓄事業
亘理地区行政事務組合消防費負担金
公共下水道整備事業
浸水対策（中央第３−１号雨水幹線）事業

Ⅰ 安心して生涯を託せる「健康福祉のまちづくり」
介護予防・生活支援事業
後期高齢者医療事務経費
介護予防拠点施設管理経費
心身障害者通所援護事業
身体障害者福祉事業
知的障害者福祉事業
心身障害者医療費助成経費
精神障害者福祉事業
認可外保育園運営事業
乳幼児医療費助成事業
障害児福祉事業
子育て支援事業
児童館・保育所管理運営経費
児童手当支給経費
老人医療費に要する経費
介護保険に要する経費
休日歯科診療事業
在宅当番医制（一次救急医療）事業
病院群輪番制（二次救急医療）事業
予防接種に要する経費
母子保健対策経費
健康づくり推進事業・住民健診・各種がん検診経費
国民健康保険被保険者の医療費に要する経費

606 万 9 千円
37 万 8 千円
32 万 4 千円

121 万円
1,299 万 4 千円

2,151 万 8 千円
5,554 万 7 千円

900 万円
550 万 7 千円

380 万円
2,267 万 5 千円

275 万 9 千円
3 億 840 万 4 千円

9,527 万 4 千円
1 億 7,465 万円

1,954 万円
500 万円

5,389 万円
1 億 6,600 万円

1,700 万円
1,987 万 9 千円

1,485 万円
166 万円
40 万円
50 万円

4 億 3,429 万 1 千円
3 億 2,746 万円

2,000 万円

1,253 万 3 千円
700 万 3 千円

1,824 万円
2,321 万 3 千円
5,384 万 8 千円

1 億 4,845 万 7 千円
4,725 万 2 千円
1,187 万 9 千円

450 万円
5,405 万 7 千円

881 万 6 千円
171 万円

5 億 8,443 万 4 千円
2 億 6,985 万 1 千円

25 億 8,256 万 1 千円
17 億 510 万 9 千円

163 万 8 千円
302 万 4 千円
229 万 2 千円

2,323 万 4 千円
1,170 万 8 千円
9,611 万 1 千円

35 億 4,719 万 1 千円

　第４次亘理町総合発展計画では、事業推進
を図るため住民と行政が互いに情報を共有
し、計画段階から実施に至るまで協働で取り
組むまちづくりを進めています。
　町の情報をわかりやすく町民のみなさんに
紹介するため、ホームページを近日中にリ
ニューアルするほか、男女共同参画社会の実
現や、人権に対する意識の高揚を図るため、

「女と男共に学ぶ町民のつどい」を６月２４日
（日）、弁護士の三瀬顕氏を招いて開催する予
定です

昨年の町民のつどい

亘理清掃センター（山元町）

　町民のみなさんの協力のもと分別収集や広
域処理を行った結果、これまでよりゴミ処理
に費やす経費が削減できています。しかし、
依然として莫大な予算を投じているのが現状
ですので、これからもゴミの減量化にご協力
ください。
　土木・建築関係では、既存の町道の維持管
理に努め安全で利便性の高い交通網の整備を
行うほか、木造住宅耐震診断を町単独事業と
して実施します。

伸び伸び遊ぶ子どもたち（亘理保育所）

　子育て支援をはじめとする福祉や、救急医
療体制の充実を図ります。また、健康づくり
推進事業では、住民健診と事後指導に力点を
置き、町民のみなさんが健康ですこやかに生
活できるよう取り組みます。

Ⅲ 活力あふれる「産業拠点のまちづくり」」
シルバー人材センター運営事業
野菜振興対策事業
農業経営基盤強化促進対策事業
果樹花卉振興対策事業
畜産業振興事業
用排水路整備事業
逢隈西部地区経営体育成基盤整備事業
土地改良施設維持管理適正化事業
国営造成施設管理体制整備促進事業
農地・水・農村環境保全向上活動支援事業
生産調整推進対策事業
農道整備事業
亘理北部地区農村総合整備事業
水産業振興経費（新設さけふ化場建設予定用地購入事業等）
漁港修築事業
伊達なわたり活き生き大賞経費
空き店舗活用推進事業
中心商店街活性化事業
亘理山元商工会活動補助
仙台・宮城デスティネーションキャンペーン事業
亘理町観光協会補助
保養センター管理運営経費

Ⅳ こころ豊かにふれあう「教育・文化と交流のまちづくり」
地域間交流事業（福島県西郷村川谷小学校）
小中学校施設改修工事経費
小中学校臨時教員補助員配置経費
私立幼稚園就園奨励補助
要保護、準要保護児童生徒就学援助費
不登校児童適応指導教室経費
語学指導経費
特色ある学校づくり推進事業
少年教育経費
成人教育経費
青年教育経費
家庭教育経費
町史編纂事業
公民館管理運営経費
文化財保護事業
図書館・郷土資料館管理運営経費

「わたり鳥の海マラソン」開催経費
体育施設維持管理経費
海洋センター管理運営経費
奨学資金貸付関係経費

Ⅲ 計画推進のために

行政評価制度導入事業
財務会計システム事業
法制ソフト支援事業
住民税申告支援システム事業
家屋評価システム事業
地図情報システム事業
滞納整理システム事業
住民基本台帳ネットワークシステム整備事業

1,140 万円
455 万 5 千円

143 万円
433 万 7 千円
120 万 9 千円

5,195 万円
5,300 万円

720 万円
1,501 万 6 千円

1,530 万円
2,575 万円

649 万 1 千円
5,050 万円

1,700 万 4 千円
2,250 万円

74 万 3 千円
160 万円
70 万円

648 万円
50 万円

1,550 万 5 千円
1 億 2,209 万 9 千円

27 万円
3,168 万 2 千円

1,000 万円
2,517 万円
1,100 万円

42 万 2 千円
771 万 5 千円
414 万 7 千円
113 万 1 千円
28 万 4 千円
11 万 1 千円

243 万 4 千円
618 万 4 千円

9,118 万 2 千円
1,353 万 6 千円

1 億 4,440 万 3 千円
398 万円

2,217 万 9 千円
2,652 万 3 千円
2,513 万 8 千円

100 万円
998 万 3 千円

70 万円
191 万 3 千円
150 万 4 千円
138 万 1 千円
464 万 9 千円
290 万 6 千円

　農業をはじめとする産業基盤の整備を強化
するほか、水産業ではつくり育てる漁業の観
点から、さけふ化場の建設を進めます。
　また、商人まつりなどを通して商店街の
活性化を図ります。国民保養センターを核
とした観光地づくりについても、波及効果
７００億円といわれるデスティネーション
キャンペーン（平成２０年秋開催）に参加す
るなど、積極的に取り組んでいきます。

わたり温泉鳥の海の完成予想図

　学校教育では、語学指導助手（ＡＬＴ）を
各学校へ派遣し語学教育の強化を図るととも
に、特色ある学校づくりを推進し２１世紀を
担う子どもたちが充実した環境で教育を受け
ることができるよう、全力で取り組みます。
　また、町の歴史を後世に伝える『亘理町史
現代編』は今年度中に刊行する予定ですので、
町民のみなさんにぜひ読んでいただきたい１
冊です。

ＡＬＴのエイミー先生による授業風景

　効率よく最小の経費で最大の効果を挙げる
ため、町のすべての事務事業を対象に行政評
価を行い、効率的で質の高い行政の実現を目
指します。
　また、住民基本台帳ネットワークシステム
などを整備し、事務の効率化と住民サービス
の向上に努めます。

総合窓口
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郷
土
資
料
館
の
常
設
展
示
室
に
飾

ら
れ
て
い
る
「
亘
理
要
害
図
」（
原
資

料
は
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
）
と
「
亘

理
郡
亘
理
要
害
屋
敷
併
館
下
絵
図
」

（
原
資
料
は
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）は
、

江
戸
時
代
の
亘
理
の
町
の
様
子
を
伝

え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
こ
に
描

か
れ
た
町
割
り
や
道
路
な
ど
は
現
在

で
も
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

亘
理
町
の
中
心
部
を
通
る
旧
国
道

六
号
は
、
途
中
で
鉤
型
に
折
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
火
災
の
と
き
に
延

焼
を
抑
え
る
た
め
の
工
夫
と
い
わ
れ

て
い
て
、
伊
達
成
実
が
亘
理
を
治
め

て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
道
路
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
沿
い
に
は

商
店
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

の
町
場
は
成
実
が
整
備
し
た
と
い
わ

れ
、
現
在
ま
で
亘
理
町
の
中
心
街
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
国
道
六
号
か
ら
東
西
に
延
び
る

道
路
も
江
戸
時
代
か
ら
の
も
の
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
車
の
通

り
に
く
い
細
い
道
路
は
江
戸
時
代
か

ら
幅
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
名

で
「
○
○
小
路
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ

ろ
は
、
亘
理
伊
達
家
の
家
臣
た
ち
が

住
ん
だ
屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
各
地
で
歴
史
深
い
景
観
や

名
称
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
亘

理
町
で
も
歴
史
あ
る
名
称
を
重
要
な

も
の
と
位
置
づ
け
、
城
下
町
ゆ
か
り

の
地
名
石
柱
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

四
月
は
桜
の
美
し
い
季
節
で
す
。

散
歩
が
て
ら
城
下
町
「
亘
理
」
を
感

じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

文
化
財
班
（
郷
土
資
料
館
）

☎
三
四

−

八
七
〇
一

石の肺　　　

今月のオススメ

母ちゃん（オンマ）／江宮隆之著・河出書房新社

カラ売り屋／黒木亮著・講談社

青に候／清水辰夫著・新潮社

からだのままに／南木佳士著・文藝春秋

訣別の海／ロバート・Ｂ・パーカー著・早川書房

〜図書館からのお知らせ〜

★春の“星空散歩”参加者募集
　日　時　4 月 21 日 ( 土 )　18:30 〜 20:30
　　　　　※申込受付　4 月 1 日 ( 日 ) 〜
○問い合わせ先
町立図書館　☎ 34 − 8700

佐伯一麦著／新潮社

　２５年前、ぼくは電気工事で一家

を養いながら、小説家を目指してい

た。しかし、しつこい咳と心身の不

調に襲われ、すべてが暗転してゆく。

元凶は、いつも現場で吸っていた、

あのキラキラ光る粉だったとは…。

　自らも後遺症に苦しむ著者が、ア

スベスト訴訟公判や石綿村、被害の

最前線を歩き、「静かな時限爆弾」

の実態を、怒りを込めて告発する。

オニが来た

大道珠貴著／光文社

　「いっとき、自由に生活したいん

だ」と、だんなさんに言われ、だん

なさんの実家で暮らすことになった

私。実家には義父、義母、義弟と、

歳とったお手伝いさんの黄泉さん。

だんなさんの家族を、私がちゃんと

看取らなきゃならない！日々のなか

で明るくユーモラスに死を嗅ぎ取る

お嫁さんの、泣き笑いの“看護日誌”。

 城
下
町
の
名
残

細小路（五日町―下小路）
亘理小学校北側の道は江戸時代の名
残を濃く残している。

４

飛んで！飛んで！夢中になれ！飛んで！飛んで！夢中になれ！

　町内小中学校で卒業式（中学校は３月９日、小学

校は３月１６日）が挙行されました。

　このうち亘理中学校では、在校生や保護者の見守

るなか、卒業生１７２人に卒業証書が手渡され、森

憲一校長は「自分の信じる道に勇気をもって進んで

ほしい。飛んで！飛んで！夢中になれ！」と、はな

むけの言葉を贈りました。

　卒業生の安田寿典さんは、答辞で「ある時は立ち

止まり、迷うこともあるかもしれないが、亘中を思

い出し頑張っていきたい」と述べ、卒業生は３年間

の思い出を振り返りながら、巣立っていきました。

２０トンのゴミを収集２０トンのゴミを収集

　鳴り砂が確認された吉田浜海岸で、３月 17 日にク

リーン作戦が行われました。

　町では、鳴り砂の海岸をどのように保全すべきか検

討中ですが、「海岸をきれいにしよう」と広報などで

呼びかけたところ、約 1,500 人が参加しました。

　この日は、１時間ほどの清掃で、ペットボトルや空

き缶、古タイヤなど約20トンのゴミが収集されました。

　ご協力いただいたみなさん、ほんとうにありがとう

ございました。これからもみんなで貴重な鳴り砂を守

りましょう。

春
の
亘
理
を
満
喫

伊
達
な
わ
た
り 

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

春
の
亘
理
を
満
喫

伊
達
な
わ
た
り 

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

　

春
を
呼
ぶ
恒
例
の
「
伊
達
な

わ
た
り
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
」
が

三
月
四
日
、
佐
藤
記
念
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、亘
理
自
慢
の「
イ

チ
ゴ
」
を
中
心
と
し
た
地
場
産

品
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

四
千
人
分
が
準
備
さ
れ
た
イ

チ
ゴ
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で

き
、
Ａ
サ
イ
ズ
の
甘
く
て
大
粒

の
イ
チ
ゴ
を
ほ
お
張
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
干
し
が

れ
い
や
シ
タ
ビ
ラ
メ
ス
ー
プ
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
も
盛
況
で
、
来

場
者
は
旬
の
亘
理
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

同
じ
会
場
で
行
わ
れ
た
新
商

品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
「
伊
達
な

わ
た
り
活
き
生
き
大
賞
」
の
表

彰
式
で
は
、「
ひ
ろ
窯 

苺
紋
シ

リ
ー
ズ
器
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
い
た
陶
芸
家
の
加
藤
文
夫
さ

ん
・
ひ
ろ
子
さ
ん
ら
入
賞
者
に

表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

亘
理
町
は
、
温
暖
な
気
候
か

ら
四
季
を
と
お
し
て
海
の
幸
・

山
の
幸
・
里
の
幸
が
豊
富
な
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
春
、
転
入
し

て
き
た
み
な
さ
ん
も
旬
の
亘
理

を
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そのほかの話題はニュース＆ニュースＷｅｂ版をご覧ください。
ホームページ　http://www.town.watari.miyagi.jp

卒
業
証
書
を
受
け
取
る
卒

業
生

ゴ
ミ
を
丁
寧
に
拾
う
参
加
者
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亘
理
町
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　教育委員会では、今年度の「亘理町教育基本方針」を次のように定めました。具体的に

は、各学校や公民館、教育委員会の各種事業をとおして実現していきます。

町民のみなさんには、各事業への参加をとおして盛り上げていただくとともに、町の教育

活動へのご支援をよろしくお願いします。

亘理町教育基本方針

心豊かでたくましい人づくり・活力あるふるさとづくりを目指し、

　　　◇　「生きる力」の育成を目指す学校教育

　　　◇　生きがいをもち、支えあう地域社会

　　　◇　地域の伝統や文化の活用と創造

　　　◇　魅力あるスポーツの振興

を中心に、学校・家庭・地域社会が一体となって、町民の生涯にわたる

学習の充実に努める

１．学校教育 ２．生涯教育 ３．伝統と文化 ４．体育とスポーツ

確かな学力

豊かな心

たくましい体

の育成に努める

潤いのある生活の

実現を目指し、生

涯にわたる学習の

支援に努める

かおり高い芸術文

化の創造と文化財

の保護および活用

に努める

健全な心身の練磨

と連帯意識の高揚

を目指し、スポー

ツの振興に努める

＜重点事項＞
・基礎基本の定着
・心の教育の推進
・健康安全の推進
・地域に開かれた学校

・学習諸事業の充実
・家庭教育の推進

・芸術文化の創造
・文化財の保護と活用

・生涯スポーツの振興
・指導者の育成と

施設の整備

亘
理
町
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
い
わ

ゆ
る
国
民
保
護
法
が
平
成
十
六
年
六
月
に

成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
国
民
保
護
法
は
、

有
事
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
に
国
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
保
護
法
で
は
、
万
が
一
、
外

部
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
の
国
、
県
、
町
の
責
務
や
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
や
救
援
、
武
力
攻
撃
災
害

の
対
処
の
措
置
に
つ
い
て
、
亘
理
町
国
民

保
護
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的
な
内
容
を

定
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
亘
理
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

避　

難

　

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
の
発
生
な

ど
、
国
民
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
の
必

要
性
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
国
は
県
に

対
し
て
警
報
の
発
令
や
避
難
措
置
の
指
示

を
行
い
ま
す
。
指
示
を
受
け
た
県
は
警
報

の
通
知
や
避
難
の
指
示
を
行
い
、
町
は
防

災
無
線
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
情
報
を
伝
達
し
、
避
難
の
誘
導
を
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

　

町
で
は
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
な

ど
を
使
用
し
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
注

意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
ど
こ
で

発
生
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
か
、
み
な
さ
ん
に
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
の
か
と
い
っ

た
内
容
を
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
や

広
報
車
な
ど
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

避
難
の
指
示
が
で
た
ら

　

避
難
指
示
は
、
防
災
行
政
無
線
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
広
報
車
な
ど
を
通

し
て
呼
び
か
け
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

の
安
全
を
守
る
た
め
、
屋
内
へ
の
避
難
、

近
隣
施
設
へ
の
避
難
、
町
や
県
の
区
域
を

越
え
た
遠
方
へ
の
避
難
な
ど
、
状
況
に
応

じ
た
指
示
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
指
示
に

従
っ
て
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

救　

援

　

食
品
・
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
な
ど
の

提
供
や
避
難
所
の
開
設
を
県
が
中
心
と

な
っ
て
、
町
や
日
本
赤
十
字
な
ど
が
力
を

合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
方
不
明
者
等
の
安
否
情
報
の

収
集
や
提
供
を
行
い
ま
す
。

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処

　

武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る
た
め
に
、
国
と
県
、
町
と
が

協
力
し
、
施
設
の
警
備
や
消
防
活
動
、
警

戒
区
域
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
安
全
対
策
班☎

三
四―
一
一
一
一

万
が
一
に
備
え
て

万
が
一
に
備
え
て

平成19年度

教育基本方針が決まりました。
平成19年度

教育基本方針が決まりました。

発生！
情報入手

国

放送事業者

都道府県 市区町村

警報の発令

避難措置の指示
警報の通知

避難の指示

避難の誘導 警報が発令されま
した。○○地域の
方は避難してくだ
さい。避難先は、
□□です。避難方
法は××です。

避難してください

警報が発令されました

テレビやラジオ
が警報・避難の
指示内容を放送

消防、警察、
自衛隊による

避難誘導

防災行政無線や
広報車両
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品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

加
入
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

亘
理
警
察
署

安
全
・
安
心
情
報

亘理警察署

☎３４−２１１１

緊急の場合は

１１０番

「豊齢者交通安全大学」受講者募集

　高齢者の交通事故防止と交通安全リーダーの

育成を図るため、５月から３月まで月２回（年

間２２回）交通安全大学を開校し、安全教育を

行います。

対象／ 60 歳以上で地域の交通安全活動に興味

のある方

定員／５人程度

募集期間／４月２日（月）〜４月１０日（火）

主催／亘理警察署、亘理町、亘理地区交通安全

協会

受講料／無料

申し込み・問い合わせ先

総務課 安全対策班　☎３４−１１１１

　新入学の時期です。児童は幼児期に比べて

行動範囲が広がり、保護者から離れて行動す

る機会も増えてきます。

　交通社会において一人立ちする大切な時期

ですので、交通ルールとマナーを繰り返し指

導しましょう。

家庭では・・

・親が正しい手本を示しましょう。

・安全な横断ができるよう指導しましょう。

　飛び出しや、車の直前直後の横断をしない

よう指導しましょう。

・登校時には忘れ物をしないよう、

　余裕をもって早めに送りだしましょう。

・交通事故に遭ったら

　１１０番通報する要領を教えましょう。

ドライバーは・・

　子どもはいつ飛び出すかわかりません。子

どもを見かけたら注意し、安全速度の励行と

慎重な運転を心がけましょう。

新入学児童の交通事故防止

　

「
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定

の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法

律
」
が
、
平
成
十
八
年
六
月
十
四
に
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
す

べ
て
の
農
業
者
を
一
律
的
に
対
象
と
し
た

個
々
の
品
目
ご
と
の
価
格
に
対
し
て
講
じ

て
き
た
対
策
を
見
直
し
、
平
成
十
九
年
産

か
ら
担
い
手
に
対
象
を
絞
り
、
そ
の
経
営

全
体
の
安
定
を
図
る
施
策
に
転
換
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
施
策
に
よ
る
交
付
金
に
は
、
生
産

条
件
不
利
補
正
対
策
交
付
金
（
対
象
品
目

／
麦
、
大
豆
）
と
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
交
付
金
（
対
象
品
目
／
米
、
麦
、
大
豆
）

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
加
入
対
象
農
業

者
も
「
認
定
農
業
者
」
で
、
原
則
と
し
て

田
畑
面
積
４
㌶
以
上
、「
集
落
営
農
組
織
」

は
原
則
と
し
て
田
畑
面
積
二
十
㌶
以
上
が

加
入
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
規
模
要
件
に
は
所
得
の
特

例
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
入
受
付
は
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理

が
窓
口
と
な
り
、
地
区
ご
と
に
加
入
の
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　　日 受付時間 地区名 受付会場

４月１７日（火）

　９：００

　　〜１５：００

亘理・荒浜
ＪＡみやぎ亘理本所

４月１８日（水） 逢隈

４月１９日（木） 吉田 農村環境改善センター

６月　５日（火）

全地区 ＪＡみやぎ亘理本所６月　６日（水）

６月　７日（木）

○相談窓口
　産業観光課　　　　　　　　☎３４−０５０３
　亘理町農業委員会　　　　　☎３４−０５０４
　ＪＡみやぎ亘理　　　　　　☎３４−０３８８
　東北農政局消費・安全部　　☎０２２４−５３−３８１１
　亘理農業改良普及センター　☎３４−１１４１

文
芸　

春

夏

秋

冬

吉
田
俳
句
会

浦
の
春
ふ
つ
く
ら
と
浮
く
雲
ひ
と
つ

大
江　

秀
洋

鳥
雲
に
登
り
て
睦
む
夫
婦
鳶

半
澤　
　

磨

浦
の
春
貝
殻
き
ら
き
ら
光
見
ゆ

寺
澤
き
よ
い

海
の
東
風
湯
宿
の
旗
を
閃
か
す

三
浦　

馨
子

浦
の
春
え
ん
こ
ろ
節
が
風
に
乗
る齋

藤
木
予
子

春
う
ら
ら
歌
碑
の
流
る
る
郷
の
浜近

江　

て
る

くらしのメモ

クーリング・オフ
　解除通知は書面で！

　訪問販売などで契約してしまった場

合、一定期間内であれば無条件で契約を

解除できる「クーリング・オフ（頭を冷

やす）」という制度があります。

　

＜クーリング・オフ手続の仕方＞

○　契約書面を受け取った日から８日以

内にハガキなど書面で通知する。（いわ

ゆるマルチ商法・内職商法は 20 日間）

○　ハガキは両面をコピーし、証拠とし

て保管する。

○　郵便局の窓口で「配達記録郵便」で

発信する。

○　クレジット払いの場合は、信販会社

にも同様のハガキで通知する。

　※　クーリング・オフできないものも

あります。

早めに
ご相談ください。

町民生活課生活班　☎３４－１１１３

編　

集　

後　

記

編　

集　

後　

記

　

母
の
実
家
は
仙
石
線
の
線
路
沿

い
に
あ
り
、
目
の
前
を
電
車
が
走

り
ま
す
。

　

実
家
を
訪
れ
た
帰
り
、
下
り
電

車
の
窓
か
ら
見
て
い
る
と
、
祖
母

が
縁
側
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
わ

た
し
た
ち
が
乗
っ
た
電
車
に
向

か
っ
て
必
ず
手
を
振
っ
て
見
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

祖
母
に
向
か
っ
て
わ
た
し
た
ち
も

大
き
く
手
を
振
り
返
す
の
で
し

た
。

　

そ
の
あ
と
は
、｢

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
わ
か
っ

た
か
な
ぁ
？｣

と
話
し
な
が
ら
電

車
に
揺
ら
れ
て
帰
る
の
で
し
た
。

　

祖
母
は
亡
く
な
り
、
電
車
に
向

か
っ
て
手
を
振
る
人
は
も
う
い
ま

せ
ん
が
、い
ま
で
も
な
ん
と
な
く
、

縁
側
で
手
を
振
る
祖
母
の
姿
を
探

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
、

缶
詰
の
ミ
カ
ン
が
入
っ
た
ミ
ル
ク

寒
天
の
味
を
、
懐
か
し
く
思
い
出

し
た
り
す
る
の
で
す
。

　みんなのページに季節感あふれ

るできごとや、感動したこと、地

域の自慢などをお寄せください。

亘理町企画財政課　広報係

〒 989-2393（住所不要）

E-mail

info@town.watari.miyagi.jp

宝
く
じ
助
成
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
な
ど
を
購
入

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
対
す

る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、

吉
田
西
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進

協
議
会
の
テ
ン
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
セ
ッ
ト
、
ゼ
ッ
ケ
ン
な
ど
を
購
入
し

ま
し
た
。

購入したグラウンドゴルフ
セットなどは、地域の交流に
大いに役立つことが期待され
ます

　

三
月
十
三
日
、逢
隈
児
童
館
で「
あ

り
が
と
う
の
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

三
月
に
退
職
し
た
亘
理
警
察
署
逢
隈

駐
在
所
の
鈴
木
幸
一
さ
ん
と
Ｂ
＆
Ｇ

体
育
館
の
荒
井
孝
保
館
長
の
二
人
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
い
つ
も
笑
顔
で

お
帰
り
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
、
手
作
り

の
感
謝
状
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
」
は
、
な
か
な
か

口
に
出
し
て
言
え
な
い
も
の
。
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

みんなの
ページ

郵 便 は が き

○
○
県
○
○
市
○
○
町

　
　
　
　

○
丁
目
○
番
○
号

契
約
解
除
通
知

契
約
年
月
日
　

平
成
○
年
○
月
○
日

商
品
名
　
　
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

販
売
会
社
名
　

○
○
○
○
株
式
会
社

右
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

平
成
○
年
○
月
○
日

住
所
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

氏
名
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
者
　

様

春の交通安全運動は

５月 11 日～５月 20 日に実施されます。



編集発行人　亘理町企画財政課
宮城県亘理郡亘理町字下小路7番地4　☎0223－34－0502　FAX0223－34－7341
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平
成
19
年
度

　

初
予
算
の
概
要

亘
理
の
文
化
再
発
見

城
下
町
の
名
残

平
成
19
年
度

　

初
予
算
の
概
要

亘
理
の
文
化
再
発
見

城
下
町
の
名
残

写
真
　

稲
荷
神
社
（
北
長
瀞
）

写
真
　

稲
荷
神
社
（
北
長
瀞
）

笑顔咲く明るい未来 この一票
大切な一票を

無駄にしないでほしい。

笑顔咲く明るい未来 この一票
大切な一票を

無駄にしないでほしい。

宮城県議会議員一般選挙

亘理町議会議員一般選挙

宮城県議会議員一般選挙
投票日：４月８日（日）

亘理町議会議員一般選挙
投票日：４月22日（日）

※選挙の詳細は、４ページをご覧ください。

問い合わせ先／亘理町選挙管理委員会　☎0223－34－1111

※選挙の詳細は、４ページをご覧ください。

問い合わせ先／亘理町選挙管理委員会　☎0223－34－1111



ほっと通信　～町長への直通便～

について

　この手紙には、必ず住所・氏名などの必要事項を記入してください。記入があ
りませんと、適切な対応ができない場合があります。なお、手紙の内容や回答を
広報でお知らせする場合は、住所・氏名などは一切掲載しません。

24

20
31

3

亘理町長　行

ほっと通信～町長への直通便～

｢安全で安心できる豊かなまちづくり｣に

あなたの知識やご意見をお聴かせください

　町では、町民のみなさんのご意見やご提案を広くお聴き
するため、「町長への直通便」を行っています。
　「町長への直通便」は、みなさんからお寄せいただいた
ご意見などに町長が直接目を通し、関係各課においても町
政を進める上での参考にさせていただくものです。みなさ
んの率直なご意見などをお寄せください。

問い合わせ先　企画財政課　企画班　☎３４－０５０２


